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【序】 Ca0.6Sr0.4TiO3:Pr 酸化物蛍光体薄膜を用いた無

機 EL 素子は，材料の化学的安定性，低電圧発光，

塗布法で作製可能，発光スペクトルがシャープであ

るなどの利点がある[1,2]．しかしながら，その特性

は実用レベルに達していない．その実用化には発光

メカニズムに基づいた素子設計が必要であるが，発

光メカニズムは未解明のままである．今回は，この

素子で観測された緩和挙動について報告する． 

【実験】 Fig. 1 の挿入図に作製した EL素子の断面構

造を示す．サファイア基板上に In2O3:Sn（ITO）薄

膜（～440 nm），Ca0.6Sr0.4TiO3:Pr（CSTO:Pr）薄膜（～

230 nm），SnO2:Sb（ATO）薄膜（～20 nm）をスピン

コート・焼成法で成膜し，ATO の全面を銀ペースト

で覆って上部電極（2 mm）とした．作製した EL

素子と直列に接続した 10 の抵抗を電流モニター

とし，回路にかかる電圧 V，回路に流れる電流 J，

発光強度 Lを測定した．電位は ITO電極を基準とし，

発光はサファイア基板側から，輝度計またはフォト

ダイオードで測定した． 

【結果と考察】 Fig. 1 に作製した EL 素子に直流電圧

V を印加したときの輝度 L と電流密度 J の電圧依存

性を示す．電流は，正の電圧側では+3 V 付近から，

負の電圧では-15 V 付近から急激に流れ始めた．発

光は，負の電圧でのみ観測され，電流が流れ始める

電圧付近から観測された． 

作製した EL素子に 1 Hzの矩形波（青線：+19 V/0 

V；赤線 0 V/-19 V）を印加したときの V, J, L の時間

依存性を Fig. 2に示す．負の電圧を印加したとき（赤

線），電流は急激に増大した後，時間とともに減衰

したのに対し，発光強度は，逆に，時間とともに増

大した．一方，正の電圧を印加したとき（青線），

電流の緩和はほとんど観測されなかった．また，電

圧が 0 V から＋19 V に変わるときに，発光がパルス

的に観測された．講演では，この緩和挙動について

考察する． 
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   Fig. 1 DC voltage dependence of luminance 

L (○) and current density J (●) of the 

prepared EL device. 
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   Fig. 2 Time dependence of voltage (a), 

current density (b), and luminance (c) of the 

prepared EL device. 
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